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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成26年2月6日(2014.2.6)

【公表番号】特表2012-528910(P2012-528910A)
【公表日】平成24年11月15日(2012.11.15)
【年通号数】公開・登録公報2012-048
【出願番号】特願2012-513593(P2012-513593)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ   2/44     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 257/02     (2006.01)
   Ｄ２１Ｈ  21/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ   2/44    　　　Ｃ
   Ｃ０８Ｆ 257/02    　　　　
   Ｄ２１Ｈ  21/16    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年12月11日(2013.12.11)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４９】
　本発明の有利な実施形態では、溶液重合及び／又は乳化重合は、重合調節剤の存在にお
いて実施される。例えば、適した調節剤は、メルカプタン、例えばエチルメルカプタン、
ｎ－ブチルメルカプタン、ｔｅｒｔ－ブチルメルカプタン、ｎ－ドデシルメルカプタン又
はｔｅｒｔ－ドデシルメルカプタン、チオグリコール酸又は四臭化炭素である。さらに、
適した調節剤は、テルペンの類から、有利には単環式テルペンの類から、及びとりわけ有
利にはメンタジエンの類から成る。メンタジエンの群の上述の調節剤の中で、テルピノレ
ンが極めて有利である。重合調節剤が使用される場合、調節剤の量は、例えば、０．１～
１０質量％、有利には０．５～５質量％である。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６６】
　実施例３
　攪拌機及び内部温度測定を備えた２ｌの平面すり合わせフラスコ中に、無水酢酸（氷酢
酸）１０１．４ｇを装入し、かつ窒素雰囲気下で１０５℃に加熱した。攪拌下で、スチレ
ン１６５ｇ、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルアクリレート１０ｇ、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミ
ノプロピルメタクリルアミド５５ｇ、アクリル酸５ｇならびにテルピノレン２．５ｇを、
４５分の時間にわたって１０５℃で配量した。モノマー供給と同時に、イソプロパノール
１８．２ｇ中のｔｅｒｔ－ブチルペルオクトエート８．８ｇの供給を開始し、かつ６０分
にわたり配量した。反応混合物を、引き続き１０５℃で６０分間、後重合した。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７０
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７０】
　均一なポリマー材料に、次いで８５℃で脱イオン水８７０ｇを混ぜた。１０質量％の硫
酸鉄（ＩＩ）溶液１．５ｇ及び１０質量％のアスコルビン酸溶液１０ｇの添加後、５質量
％の過酸化水素溶液２０ｇを、３０分にわたり８０℃で添加した。その後、８０℃で、ス
チレン４０ｇ、ｔｅｒｔ－ブチルアクリレート２２５ｇならびにテルピノレン２．５ｇか
ら成る混合物を、１２０分の時間にわたって配量した。同時に、別個の供給において５質
量％の過酸化水素溶液８０ｇを、１５０分の時間にわたって添加した。開始剤供給の終了
後、３０分間、後重合した。引き続き、１０質量％のアスコルビン酸溶液５ｇを添加した
。その後、５分間にわたり、５質量％の過酸化水素溶液２０ｇを配量した。その後、反応
混合物を３０分間、後攪拌し、その際、７０℃に冷却した。最後に、市販の泡止め剤（Ｂ
ＡＳＦ ＳＥのＡｆｒａｎｉｌ(R)Ｔ）５ｇならびに脱イオン水６５ｇを添加し、かつ室温
に冷却した。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７８】
　実施例７
　攪拌機及び内部温度測定を備えた２ｌの平面すり合わせフラスコ中に、無水酢酸（氷酢
酸）１０１．４ｇを装入し、かつ窒素雰囲気下で１０５℃に加熱した。攪拌下で、スチレ
ン１６５ｇ、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルアクリレート３０ｇ、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミ
ノプロピルメタクリルアミド５ｇ、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルメタクリレート３０ｇ
、アクリル酸５ｇならびにテルピノレン２．５ｇを、４５分の時間にわたって１０５℃で
配量した。モノマー供給と同時に、イソプロパノール１８．２ｇ中のｔｅｒｔ－ブチルペ
ルオクトエート８．８ｇの供給を開始し、かつ６０分にわたり配量した。反応混合物を、
引き続き１０５℃で６０分間、後重合した。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８２】
　均一なポリマー材料に、次いで８５℃で脱イオン水８７０ｇを混ぜた。１０質量％の硫
酸鉄（ＩＩ）溶液１．５ｇ及び１０質量％のアスコルビン酸溶液１０ｇの添加後、５質量
％の過酸化水素溶液２０ｇを、３０分にわたり８０℃で添加した。その後、８０℃で、ス
チレン４０ｇ、ｔｅｒｔ－ブチルアクリレート２２５ｇならびにテルピノレン２．５ｇか
ら成る混合物を、１２０分の時間にわたって配量した。同時に、別個の供給において５質
量％の過酸化水素溶液８０ｇを、１５０分の時間にわたって添加した。開始剤供給の終了
後、３０分間、後重合した。引き続き、１０質量％のアスコルビン酸溶液５ｇを添加した
。その後、５分にわたり５％の過酸化水素溶液２０ｇを配量した。その後、反応混合物を
３０分間、後攪拌し、その際、７０℃に冷却した。最後に、市販の泡止め剤（ＢＡＳＦ 
ＳＥのＡｆｒａｎｉｌ(R)Ｔ）５ｇならびに脱イオン水６５ｇを添加し、かつ室温に冷却
した。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　分散剤としてカチオン性プレポリマーの水溶液中でのエチレン性不飽和モノマーの乳化
重合によって得られる微細なカチオン性水性ポリマー分散液であって、
　まず、該カチオン性プレポリマーを重合開始剤の存在において
　（ａ）少なくとも２種の異なる、それぞれアミノ基及び／又は第四級アンモニウム基を
有する（メタ）アクリル酸エステル、及び／又はそれぞれアミノ基及び／又は第四級アン
モニウム基を有する（メタ）アクリルアミドの混合物１５～４０質量％、
　（ｂ）少なくとも１種の置換された又は置換されていないスチレン４０～８５質量％、
　（ｃ）酸基を含有する少なくとも１種のエチレン性不飽和モノマー０．５～５質量％及
び
　（ｄ）（ｂ）とは異なる少なくとも１種の非イオン性エチレン性不飽和モノマー０～２
０質量％、その際、（ａ）＋（ｂ）＋（ｃ）＋（ｄ）からの合計＝１００質量％である、
を溶液重合において、ギ酸、酢酸、プロピオン酸、メタノール、エタノール、プロパノー
ル、イソプロパノール、アセトン、メチルエチルケトン、ジメチルホルムアミド、ジメチ
ルスルホキシド、プロピレンカーボネート、エチレンカーボネート及びテトラヒドロフラ
ンからなる群から選択される溶媒中で重合させることによって製造し、該プレポリマーの
溶液／分散液に、次いで水を混ぜ、
　引き続き、該プレポリマーの水溶液中で重合開始剤の存在において
　（ｉ）スチレン０～２９質量％、及び
　（ｉｉ）ｎ－ブチルアクリレート、ｔｅｒｔ－ブチルアクリレート又は質量比３：１～
１：３のｎ－ブチルアクリレートとｔｅｒｔ－ブチルアクリレートの混合物７１～１００
質量％
からのモノマー混合物の乳化重合を実施することにより得られ、
　ここで、前記溶液重合及び／又は乳化重合を少なくとも１種の重合調節剤０～１０質量
％の存在下又は非存在下において実施する、微細なカチオン性水性ポリマー分散液。
【請求項２】
　前記カチオン性プレポリマーが、
　（ａ）Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピルメタクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエ
チルメタクリレート及びＮ，Ｎ－ジメチルアミノエチルアクリレートから選択された少な
くとも２種の化合物からの混合物１５～４０質量％、
　（ｂ）スチレン４０～８５質量％、及び
　（ｃ）アクリル酸及び／又はメタクリル酸０．５～５質量％
の重合によって得られることを特徴とする、請求項１記載の微細なカチオン性水性ポリマ
ー分散液。
【請求項３】
　前記溶液重合及び／又は乳化重合を、少なくとも１種の重合調節剤０．１～１０質量％
の存在において実施することを特徴とする、請求項１または２記載の微細なカチオン性水
性ポリマー分散液。
【請求項４】
　重合調節剤としてテルピノレンを使用することを特徴とする、請求項３記載の微細なカ
チオン性水性ポリマー分散液。
【請求項５】
　二段階の重合反応によって請求項１から４までのいずれか１項記載の微細なカチオン性
水性ポリマー分散液を製造する方法であって、
　まず、該カチオン性プレポリマーを重合開始剤の存在において
　（ａ）少なくとも２種の異なる、それぞれアミノ基及び／又は第四級アンモニウム基を
有する（メタ）アクリル酸エステル、及び／又はそれぞれアミノ基及び／又は第四級アン
モニウム基を有する（メタ）アクリルアミドの混合物１５～４０質量％、
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　（ｂ）少なくとも１種の置換された又は置換されていないスチレン４０～８５質量％、
　（ｃ）酸基を含有する少なくとも１種のエチレン性不飽和モノマー０．５～５質量％及
び
　（ｄ）（ｂ）とは異なる少なくとも１種の非イオン性エチレン性不飽和モノマー０～２
０質量％、その際、（ａ）＋（ｂ）＋（ｃ）＋（ｄ）からの合計＝１００質量％である、
を溶液重合において、ギ酸、酢酸、プロピオン酸、メタノール、エタノール、プロパノー
ル、イソプロパノール、アセトン、メチルエチルケトン、ジメチルホルムアミド、ジメチ
ルスルホキシド、プロピレンカーボネート、エチレンカーボネート及びテトラヒドロフラ
ンからなる群から選択される溶媒中で重合させることによって製造し、該プレポリマーの
溶液／分散液に、次いで水を混ぜ、
　引き続き、該プレポリマーの水溶液中で重合開始剤の存在において
　（ｉ）スチレン０～２９質量％、及び
　（ｉｉ）ｎ－ブチルアクリレート、ｔｅｒｔ－ブチルアクリレート又は質量比３：１～
１：３のｎ－ブチルアクリレートとｔｅｒｔ－ブチルアクリレートの混合物７１～１００
質量％
からのモノマー混合物の乳化重合を実施し、
　ここで、前記溶液重合及び／又は乳化重合を少なくとも１種の重合調節剤０～１０質量
％の存在下又は非存在下において実施する、請求項１から４までのいずれか１項記載の微
細なカチオン性水性ポリマー分散液を製造する方法。
【請求項６】
　紙、ボール紙及び厚紙用のサイズ剤としての、請求項１から４までのいずれか１項記載
の微細なカチオン性水性ポリマー分散液の使用。
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